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間
は
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西
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店
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ま
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ら
れ
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れ
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史
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題
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瞻
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け
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あ
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あ
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濟
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は
か
か
る
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猶
か
ら
出
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ず
る
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ま
ず
藤
出
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純
粹
封
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的
土
地
放
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内
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代
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る
と
す
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氏
に
よ
れ
ば
い
ベ
口
ゥ
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0

如
ぅ
^
紳
籠
園
證
制
を
段
階
.の
特
徵
^;「

領
举
の
腐
營
池
_
營
身 
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^
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従
：：っ̂

雜

農

民
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：肜
産
物
地
篇
»
の
：本
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還

洩
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潰
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幣
地
代
、.

ま
た
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鹿
物
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代
よ
り
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幣
地
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必
然
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お
け
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土
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れ
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粹
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的
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地
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,
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營
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で
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る
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し

こ
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，農
純̂
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は
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つ
の
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代
に
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叫
わ
れ
る
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で
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觉
の
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史
的
段
階
に
の
み
现
わ
ゎ
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る
も
の
で
な
い
。
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營
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に
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冇
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後
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れ
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封
連
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地
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冇
段
階
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が
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經
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枝
る
：純释
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«
が
そ
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喷
«
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で
あ
っ
た
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九
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ゎ
ち

「

商
業
お
ょ
び
■農民
的
工
業
の
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羞
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,
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っ
：た
；
1

眷

襞
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菇」

爵

裏
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を
前
提
と
ず
る
も
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各
る

_
?
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み
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せ
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澉
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的
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さ
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る
か
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；
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の
土
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し
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办
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會
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濟
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。
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ク
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あ
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る
と

、
fr
o 

峙
に
ま
た
は

•す
ぐ
と
れ
に
續
い
て
、
こ
れ
等
の
中
か
ら
.一
方
の
極
に
お
け 

る
措
裕
な
る

r

斯
钱
卜：

の
微
段
的
土
地
所
有

』

嵆
、
他
の
極
に
お

.け
る
©

;

闲
な
る
“
書

上

の
.農
民
妳
土
挪
所
有』

；替
を
钜
み
出
す
に.至
名
o
.い

ま： 

や
こ
れ
ら
の
農
域
辟
に
と
つ
て
は
、，
一
方
に
お
い
て
農
民
に
對
す
る
土
地
‘，
 

收
迤
-
—
资
本
の
傾
始
的
蓄
衡
行
掛̂

^
存
せ
ー̂

め
^

部
當
裕
处
る
！
*
 ̂

竄

上

の

養

的

土

泚

碧J

者
め
ゲ
の
；
ー..部
が
ら
資
本
家
的
農
築
緙
臂
考：
' 

」

：生
.み
出
さ
し
^>
;
る
に
至
々
か
:/
:
:或
^
ば
他
方
に
お
^
て
地
代
安
椒
義
務：
-.
. 

:が
ら
_

さ
:?
|
1た
眞
：忆
_
©
^
0
.
ジ
：完
金
^
土
埘
ゼ
所
宵
す
る_
立
^
^
.
ょ 

¥
=
割̂
地
的
出
紙
所
箱
形
獵̂
^:
み
^.
法

;^
^
る
；'.に
.至
^
:
-
,
ィ
*
',
0
^

藤
W

五
’
郎
箸r

近
代
餞
政
史
翁J.

 

’

丨
’

、

こ
か

ら
ほ
營
農
民
層
の
眞
に
近
代
的
な
階
級
分
解
が
進
行
し
は

じ
め

るの 

で
あ
る
が
、
そ
し
て

.そ
の
進
行
過
程
は
、
涔
國
そ
れ
ぞ
れ
の
社
#
•
純
濟 

的
條
件
に
ょ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
ゎ
の
型
を
示
し
っ
っ

…
…

近
代
的
進
化
の
諸 

問
題
が
展
開
し
て
ゆ
く

」a

 

ニニ 

I
I11H〕

の
で
あ
る

。
'

日
本
で
は
明
治
以
後
急
速
な
資
本
菜
義

S
P-
M

をとげたのである 

.
が
V

そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
、；̂
っ
そ
の
特
質
を
规
诺
ナ
る
要
闪

•
條
件 

が
、
す
で
に
注
戶
時
代
後
中
期
に
，生成
さ
れ
っ
っ
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
ざ 

る
を
ぇ
な
い

Q
と
す
れ
ば
、

「『

發
達
せ
る
小
農
师

•營』

が
a

ら
れ
る
と
こ 

ろ
、：換一
一
一
孕
れ
ば
農
業
上
の
小
經
營
と
し
て
の
绝
産
様
武
の
發
達
：が

^
ら
：
 

れ
な
と
こ
ろ
で
は
、
未
だ
そ
の
土
地
所
荷
關
係
は
範
嚼
ど
じ
て
の
封
建
的 

土
地
领
对
關
係
に
賜
，する
も
の
で
あ
っ
て
も
、
し
か
し
こ
れ
を
资
木

^

 ̂

土
地
所
荷
關
保
の
發
生
史
的
究
明
の
視
角
ょ
り
す
れ
ば
、
こ
れ
を
も
っ
て 

た
だ
單
に
範

_
と
し
て
の

『

小
農
經
營

』

一
般
に
靥
す
る
も
の
で
あ
る
と 

言
い
切
つ
て
事
足
れ
り
と
す
る
だ
け
で
は
濟
ま
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い 

か」(

尺
七
貢〕

と
邋
わ
れ
る
。
か
く
て

「『

小
農
經
營

』

に
っ
い
で
も
そ
'の
 

膝
炎
的
諸
段
階
が
、
そ

L
て
そ
れ
が

『

獨
立
q

罾
員
民』

H f

削
地
的
土 

•地
所
存

』

に
發
展
す
る
®

係
が
具
體
的
に
社
務
史
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
歷 

史
的
諸
局
面
に
お
い
て
把

.神
さ
る
べ
き
で

JC

八
七
丨
八
贷

〕

あ
る

。
か
か 

〉

：る溆
激

.が
ら
:>

藤
田
氏

.の
..
-
.
'
-
1"變

忐
の
農
民
的
土
地

^

^
な
る
腌
疇
が

.
'

、， r
f

渡
的」

他
格
を
擔
ぅ
も
の
ど
し
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
Q

從
つ
て
こ 

:

©

.わ

囊

上

：€>
農
民
奶
_

观
所
街
.
1
1論
こ
そ
、
：德
钳
氏̂

所

説

：
の

中!£
>
'
を.

- 

,

‘
， 

六五 

ci

一七ni>



三
佃
擧
脅
雑
骼I

四

十

三

每

第

四

锶

.

.

，

,

,
 

' 

■

1 

* 

.

な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
の
骷
に
つ
い
て
の
檢
討
は
後
に
ま
わ 

し
て
、
麗
氏
の
所
説
を
い
ま
し
ば
ら
く
逍
つ
て
み
ム
う
。

,

し
.

.

I
I
.

 

'
 

V
 

.

以
上
の
よ
う
にn
木
の
近
代
的
進
化
の
問
題
を
と-(
)
あ
げ
る
べ
き

’

「

公 

分
母J'

と
し
て
、
藤
田
氏
は「『

紳
粹
封
建
的
土
地
所
冇
制

』

_と
そ
の
發 

マ
展
-
變
化
'

ら
び
に
，と
の
土
地
所
背
制
の
敗
漉
と
な.る『

小
農
民
經
營j

. _
 

と
そ
の
發
展V

變
化
と
に
っ
い
てJC

ニ
ー
五
背〕

考
黟
を
試
み
た
後
、

「

江 

:

鬆

代

の
'窗
問
條
に
っ
v>
v
、：：や
や
具
體
的
に
考
察:^
さ
れ
る
;°
:ー
:;
'
,
-
:
: 

.

.

そ
の
場
合
做
に
よ
っ■て
、-
靠

幕

内

村

と

同

村

の

，
肝

煎

で

，
あ

っ

た

佐

瀨 

家
が
モ
デ
ル
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
藤
出
仄
に
よ
れ
ば

「

な

戶
/ 

時
代
の
葙
本
的
な
耕
作
農
记=
本
西
姓
は
、
戏
本
的
に
は
生
産
物
地
代
形 

態
の
、.し

如
し1

觉
段
階
のr

商
品j

純
濟
の
發
展
に
よ
っ
-て
も
た
ら
さ 

:

'
れ
た
:>
舉
純
^

3
立」

.農
民
的
小
純
營
者
童.
麗

品

生

配

背

』)

で

あ

ぐ 

る」C

六120。

し
た
が
つ
て
、
江
戸
時
代
少
く
と
も
そ
の
前
半
期
は

T

純
粹 

赳
战
的
.土
地
所
打」

段
階
に
あ
る
と
い
克
る
。
こ
の
場
合
、
小
農
民
純
營 

のr
i

般
的
形
成
と
い
う
こ
と
は
，、
あ
き
、わ
か
に
傻
業
勞
働
紐
織
の
進
化
.
、
 

に
范
く
商
業
的
農
業

(

畑
作〕

及
び
農
民
エ
ま
の
發
麂
な
し
に
理
解
し
ぇ
，

ぬ
こ
と
で
あ
るjc

i

四
九
1
£
:
0
。
換
贯
す
れ
ばr

中

世

的

隸

從

、で
あ
っ
'た

耕 

作
農
民
が
と
く
に
畑
作
に
お
け
る
商
業
的
農
樂
及
び
そ
れ
の
加
エ
た
る
農 

民
ェ
滎
の
發
酸
を
判
礎
とし
て
，
、

一

般
的
に
廣
く
木
百
唑
と1
て『

獨
立
1

ノ

.
 

• 

'
•
'
'

六

六

(

ニ
七
四
W

分
坍
し
て
來
る
の
で
ぁ
る

」
(

1
五
〇
頁〕

。
か
く
てr

i

般
的
に
形
成
さ
れ 

た
小
農
民
純
臂
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
そ
の
縛
濟
カ
の
發
M
に
ょ
っ
て
、 

;他
方
階
級
分
化
を
前
進
せ̂
め
っ
っ
、-
冗
祿
時
代
を
頂
點
七
し
て

『

.寒
锃 

上
の
農
民
的
.土
地
！

S

布』

に
到
達」C

1
七
.〇

1
2
0

し
、

「

他
方
そ
の
階
級
分 

.化
の
進
展
は
间
じ
く
元
祿
時
代
を
項
點
と
し
て
、

一

方
に
お
け
る
富
裕
な 

る
.
.
;暴

©
上
0
農
民
的
土
她
所
省1

*
を
$

^
せ

.1

.

.め
,

こ
の
if
の
農
村 

に
お
け
る
活
躍
を
中
心
に
、

1

種
の
農
村
に
お
、け

る『

經
濟
的
繁
榮』

が 

出
現
し
、
，封
建
領
主
に
と
っ
て
•は
ま
さ
に
一
般
的
な

『

封
逑
的
nt
m』

が 

到
.来」

CRI
頁〕

す
る
。
こ
れ
！

2

對

す
る「

領
主
側
の
對
應
大
系
は
商
ち
に 

"用
意
發
励
さ
れJC

一
八
.一
頁〕

て
、「

富
裕
な
る『

囊
土
の
農
民
的
土
收 

.
所
有j

者
は
：、
か
く
てr

豪
農
H
C寄
生
：1
地
主
1

-2
1
し
て
：.上
昇
'
轉
化
し」

. 

:
2
1八
へ1'

頁
；5
'か
く
^
.
,

「

奮

上

の

農

民

的

瑞

所

有」

は
半
封
建
的
土. 

地
所
有
'と
し
て
观
わ
れ
る
、
そ
れ
は
ま
た

「

エ
敷
に
お
け
る『

辦
过
上
の 

賃
资
働
苒』

.放

出

、

農
業
に
お
け
る
貸
地
小
作
現
象
の
薇
次
の
埒
加

J

 

(

间
頁〕

と
對
應
し
て
い
る。

，

'

•'
■
■が
く
て
a
戸

中

蠻

降「

寓
實
土
の
農
民
的
土
地
所
有

」

の
、展
開
が
認.め
- 

名
れ
る
^
上
、

江
斤
中
f

P
に
：對
し
て
,'
®

g
的
土
^

g

s
 

i

.
 

友
嚴®

に

對

立*■
■>窗

別

し

た;.
'
.

『

小
氣
民
經
|』

範
聳
ー
點
漲
り
セ
單
紳
亿 

押
し
切
つ
て
し.ま
ぅ
こ
と
は
、
非
歴
史
的
な
兄
方
で
あ
る

」
C
1

八
ニ
S
 

と
し
て
、
藤
田
仄
は
從
來
の
諸
論
哲
に
對
し
て
銳
ぃ
M

を
投
げ
か
け
た

.の

.

.であ
る

？

.:

. 

ノ
 

-
、

■
-
.
 

• 
■

.

H
 

;

以
上
筆
新
の
理
解
す
る
限
り
に
お
い
て
藤
田
氏
の
所
説
を
耻
つ
て
き
た 

の
で
あ
る
が
、
そ.の
斬
新
な
叫
題
揩
起
と
大
朥
な
分
折
と
に
つ
い
て
注

n
z

 

す
ベ
き
多
く
の.間
©'
を

ふ

く

ん

で

あ

、
る

。

そ

こ

で

以

下

そ

れ

ら

の

勘

に

つ 

き
.

ぃ■さ
さ
か
檢
討
し
て
み•ょ
う
。
ま
ず
藤
田
氏
は
從
來f
r

純
粹
封
建
的 

土
地
所̂

し
の
规
觉
に
對
し
て
銳
い
疑nil

を

提

出

さ

れ

つ

つ

‘
、

氏

の

新

し 

い
玷
解
を
M
_
開
さ
れ
た
'
だ
が
股
憾
な
が
ら
た
だ
ち
に
そ
れ
を
交
持
す
る 

こ
と
は
出
來
な
い
。「

純
粹
封
建
的
土
地
所
有

j

の
■内
容
を
规
免
す
る
に 

_

し
て
、'
藤
田
氏
.は
べ
：ロ̂

の
，
：r

- M

謡

園

領

主r
n
j

と
、
®

橋
氏
の「

近
:
::( 

代
社
會
成
立
淡
論」

'

由
に
引
麻
さ
，れv
v>

る
、
.ブ
ロ
；ッ
ク.の
生
産
物
紙
代.
.
/
: 

に
對
し
て
興
ぇ•
た

「

1

粹
に
封
建
的
な」

.と
い
う
呼
稱
を
手
が
か
り
と
し 

て
、
ト'
述
の
，ご
と
き
理
解
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
亦
！

2

あ
げ
た
典
據'

.

だ
け
でr

紳
粹
封
建
的
土
地
所
有

I
:

を「
『

純
粹
に
封
建
的
なJ.

現
物
地
代
ハ 

:

廄
階
に̂

^

す
名
封
建
的
土
趟
所
葙
關̂
_

1

1

1

.
ー
頁>
:
と
規
萣
す
る
--

と
'
;.
; 

は
、
■•い
さ
さ
か
大■

に
す
ぎ
る
の
で
は
あ
る
ま
い■か
。
.：炎
に
本
齊
に
つ
い 

て
み
る
贴
り〔

戰
围
特
代
か
ら
江
！̂
時
代
初
期
に
か
け
て
生
鹿
物
時
代
が 

本
格
的
に
腺
立
し
、n

營
農
民=

小
農
龙
純
潛
；が
一
般
的
に
形
成
さ
れ
て
‘ 

き
た
と
い
う
斯
钱
を
確
認
す
る
こ
と
が
前
：要
な
の
，で
あ
つ
て
、
そ
れ
に
對 

t

て
疑
問
の
多
い「 P

粹
时
建
的
土
地
所
街

j

な
る
规
定
を
特
に
與
ぇ
る 

必
要
は
な
い
ょ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
點
藤
田
比
は
篇
り
に
も
例
の

『

资

職
田
五
郎
著

「

祈
代
農
政
史
飾

」
. 

:

本
論』

の
规
定
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
9
た
が
氏
の「

槪 

念
規
定j

の
特
现
さ
は
こ
のr

純
淬
封
越
的
土
地
所
对

」

に
限
る
も
の
で 

办
--
'

<

、
，
氏

办

論

著

を

通

:1
:
て

か
な
め
多. <
:

認
め
ち
：れ
る
特
徵
であ
る
。
、

:
::

さ
て
次
に
^]
題

,^
^
る
'の
议
、

「

純
|

建
的
土
地
所
街1
.
の

谍

礎

を

な 

■.
;す
小
璣
旧
經
營
が
、

「

滿
本
的
に
は
牮
霸
地
代
形
歡
め
、-L
か
じI

宏
段
、
. 

階
の「

商
品J

純
濟
の
發
酸
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
m
•純
なr
獨
立」 

農
民
的
小
經
營
者(『

钳
純
商
品
钜
産
费b
J:

で
あ
る
A
/す
石
勸
に
っ
い
て
 ヾ

、
.戈
あ
^
0;.
'「

單
純
商
品
生
.産J

な
る
範
_
が一

の
.膝
史
還
鳴
と
し
て
認 

め
ら
れ
る
が
岙
か
と
い
ぅ
點
を
別
に
し
て
も
、.3
.純
商
品
虫
殖
1ー
 

な
る
範 

鳴
に
.つ
い
‘て
^
分
な
説
明
を
く
わ
え
る
：こ

Aj-jy 
く
い
，P
*
M 

•
ス
ゥ
ィ
ー
.ジ
'

.
ィ
.に

-̂
:
つ
て
與
走
ら
れ
た
定
顏
そ
の.ま
へ
ま
を
使
用
す
る.こ
.と
は
、
1R
要
な 

概
念
を
使
用
す
る.に
っ
い
て
い
さ
さ
か
不
用
意
に
‘す
ぎ
る
と
言
わ
ね
ば
な 

ら
.

ぬ
。
さ
ら
.に
、：(1:

步
讓
つ
て

「

琿
純
商
品
生
産J:

な
る
範
_
を
認
め
た
- 

，
とU

て
も
、
そ
れ
が
商
品
生
産
で.あ
.る
限
り
、
，
小
農
民
經
督
が.生
産
物
地
' 

代
の
段
階
に
あ
る
と
い
ぅ
點
と
矛
原
す
る
と
思
わ
れ
る
。
生
産
：物
地
代
は 

次
し
か
に「

一

「

㈣
品」

純
濟
の
發
酸
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ 

た」

も
の
で
あ
令
と
は
い
え
、
生
鹿
物
地
代
は
元
來
自
然
經
濟
を
、
農
村 

鉍
内
.エ
學
と
農
業
と
の
合

一

を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
物 

地
代
の
段
階
に
お
け
る
小
農
段
綷
營
は
ま
だ
商
品
生

i

を
お
こ
な
ぅ
ま
で 

に
至
ら
ず
、
そ
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